
【民間企業アンケート】

調査対象：東京証券取引所又は名古屋証券取引所の上場企業

（市場第一部又は市場第二部） 2,500社（昨年度2,423社）

調査時期：平成27年６月

調査手法：郵送調査

回答状況：回答社数 750 社（昨年度   805社）

回答率 30.0 ％（昨年度　 33.2％）

問１　一般職の国家公務員の倫理感について、現在、どのような印象をお持ちですか。

n：有効回答社数（以下同じ）

民間企業アンケートの結果

○　「倫理感が高い」又は「全体として倫理感が高いが、一部に低い者もいる」と回答した理由
　 （複数回答可）
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【民間企業アンケート】

問２　あなたが一般職の国家公務員の仕事への取組について感じているお気持ちをお選びください。

※平成27年度は「全く期待していない」の選択者なし。

○　「全体として倫理感が低いが、一部に高い者もいる」又は「倫理感が低い」と回答した理由（複
　 数回答可）

問３　一般職の国家公務員の職務に係る倫理の保持の現状を踏まえると、現在、一般職の国家公務
　　員の姿勢として、不足している、あるいは更に求められると思うものを３つ以内でお選びください。
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【民間企業アンケート】

問４　このアンケートが届く前に、倫理法・倫理規程についてどの程度御存知でしたか。

問５　倫理規程で定められている行為規制の内容全般について、どのように思いますか。

問４－２　【問４で「よく知っていた」又は「ある程度知っていた」と回答した者について】
　　倫理法・倫理規程について御存知になったきっかけは何ですか。（複数回答可）
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【民間企業アンケート】

問７　現在、倫理法・倫理規程があるため、職務に必要な行政と民間企業等との間の情報収集、意見
　　交換等に支障が生じていると思いますか。

問６　倫理規程で定められている行為規制の各論についてお聞きします。以下のア～キの行為規制
　　について、どのように思いますか。
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【民間企業アンケート】

問10　公務員による不祥事が起きた際、信頼回復のために必要な行政の対応は何だと思いますか。
　　必要だと思うものを３つ以内でお選びください。

問９　このアンケートが届く前に、公務員倫理ホットラインが倫理審査会に設置されていることを御存知
　　でしたか。

問８　貴社における社員の職務に係る倫理の保持のための研修において有意義だと思う内容につい
　　て、３つ以内でお選びください。
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